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香川県のテン朋加お傲血頑陽について  
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年6月27日の22時頃香川県仲多度郡琴南町と  

綾歌郡綾上町にまたがる首切峠（標高約260m，  

琴南町側）（図2）で入手した。体重は上皿ばか  

りで0・1kgまで，外部形態は物差しで1mmまで，  

頭骨は標本にしたもの（内部形態，図3，①②  

③）をノギスで0．05mmまで計測した。胃の内  

容物は胃を解剖して肉眼で内容物を確認した。  

結果および考察   

今回用いたテンは雄であった（標本番号R  

OO74）。テンはかってはⅥ10maS（1905）によっ  

て主に毛色の違いを根拠にキテンノ比桝gJα桝－  

ク〟S桝βJα〝ゆ〟Sとスステンノ炊桝．∂g（拘7成の2亜  

は じ め に  

香川県内のテン肋γねぎ研β由〝ゆ〝Sについての  

記録は少なく，岡内（1978）の習性と分布およ  

び香川県（1978）の分布に関するものがあるの  

みで，外部形態および内部形態についての記述  

は今までにはない。日本国内でも肋γおぶ属の形  

態学的研究は少ない（松丸ら，1989）。今回テ  

ン1頭を入手したので，今後の資料のために報  

告する。  

材料および方法  

今回用いたテンノ比肌g／α，頑〟S（図1）は，1998  

図1．テンの剥製標本（雄；ROO74）  

右下のスケールは10cmを示す。  
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図2．テンを拾得した付近（琴南町）  
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図3．テンの頭蓋骨（ROO74）  

①テンの下顎 ②テンの頭骨側面  

③テンの頭骨背面  

各図の左下のスケールは20mmを示す。  

種に分けられていたが，現在は両者の違いは同  

一亜種の変異であるとされている（血dersen，  

1970；Ellerman＆Morrison－Scott，1951）。今回の  

個体は，かってのキテンであった。テンを入手  

した首切峠の周辺はスギ鋤わ桝βγ才cαノ吻0〃fcα，  

ヒノキ αα桝αgり少αγfs o∂加5α およびマダケ  

乃砂肋s由c′ひ5みα椚∂〟SOよ鹿5の混交林で，山と山の  

間に約6．5mのアスファルトの道路が走ってい  

る（図2）。テンは拾得した時は外見上は左の下  

顎と目に損傷が見られ 血が出ていた程度でそ  

の他外部形態には異常はなかった。しかし，頭  

骨を出してみると，30数片に破損しており交通  

事故にあったと推測される。   

外部形態と内部形態の計測値を表1に示して  

いる。今回の個体の頭骨は縫合が閉じていたが，  

歯の摩耗の度合いからみると，亜成獣ではない  

かと思われる。個体数が少ないので計測値を他  

の地域と比較することは難しく今後の課題であ  

る。しかし，近くの淡路島の洲本市池田で捕殺  

された1頭を見た宮尾ら（1983）は，本土の  

ものより小型であるという。今後四国の個体に  

ついても詳細に検討する必要があるものと思わ  

れる。   

今回の個体の歯式は切歯，犬歯，前臼歯，臼  

歯の順に3β，1／1，㊨3，1／2であった。今泉（1960）  

によると前臼歯は射4である。高知で捕獲した  

テンの歯式は今泉（1960）と同じであったとい  

う（中西，私信）の今回の個体を詳細にみてみる  

と，下顎の前臼歯が左右とも1本少なかった。  

後藤ら（1986）によると，イタチ科肋ざおJf（ねg  

では，第一一前臼歯は退化傾向をしめし，痕跡的  

にのこるもの，消失しているものなど，さまざ  

まであるという。今回の個体は第一前臼歯が消  

失した個体であったものと思われる。   

胃の内容物を見ると，甲虫類（CoIcoptera）  

と思われる後趨が3対，体の一部，前廼，脚の  

破片およびフツウミミズ月毎昭通知協（鳩肌用瀦扁－  

S5f桝αと思われる体の一部が確認された（図4）。  

後廼の【・対は大きさからみてカブトムシ  

A伽鱒〝玩α（払加地間倣ではないかと思われる。  
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表1．香川県産テン（雄；ROO74）の外部形態および内部形態の計測値  

外部形態  内部形態  

体歪   1．2Kg  

頭胴長  二∋99mm  

尾長  181mm  

耳介長  36mm  

前足長  52mm  

後足長  74mm  

尾率  3129ら   

頭蓋骨全長  85り5mm  

基底長  83．Omm  

頬骨弓幅  50いOmm  

脳函高  279mm  

脳函幅  33．2mm  

眼間部幅  20り4mm  

上顎歯列長（犬歯－・臼歯）  

上顎犬歯間幅  

上顎臼歯間幅  

下顎骨長  

下顎歯列長（犬歯1－・白歯）  

下顎犬歯間幅  

下顎臼歯間幅  

346mm   

15日9mm   

23‖4mm   

527mm   

二33．9mm   

l：∋．．1mm   

24‖5mm  

表2香川県内（1975－1978年）でのテンの記録（岡内，1978から作成） 

年月日  年月日  場所  

仲多度郡琴平町旧社務所  

綾歌郡綾上町束分  

高松市来植田町  

観音寺市池之尻町  

大川郡大内町南川  

〝  

大川郡白鳥町人野山  

小豆郡内海町寒霞渓旧参道  

香川郡塩江明安原上西  

大川郡長尾町多和  

大川郡寒川町小倉  

高松市五色台白峰  

1975．5．2   

1975．4り1ち 

1976．3‖23 

19‘76．12。1．   

19771＝4   

1977∴7．13  

1977一1、24   

1977 1244 

19771‖24   

1977．1．24 

19」777．13 

1978．3り10 

テン〃弼βねルゆ∽の胃の内容物について御厨  

（1967）は，4タ0滋親〟Sと思われるネズミの毛，  

キジ月払α5fα乃〟5COJ戊ゐ閑 またはヤマドリ 月わα－  

5よα乃∽，SOg桝掴g〝よク癖よのヒナの址片3個，植物  

片および動物の骨片を，岡村りト原（1969）は，  

ヒヨドリ旦ゆ5如お5α桝桝αα鋸和ぬの羽毛多数，枯  

葉の／ト片少量を，そして宮尾・黒瀬（1977）は  

クワ肋r那揖よ粥わJfαを確認している。また，糞  

の中に，吉行・御厨（1974）はアキグミ励肌酢冊  

〝桝∂β〟αおの種子およびノウサギエ申∽占γ蹴妙′髄S  

の毛を，高田（1977）は，哺乳類（ノウサギ，  

ネズミ類，食虫類）‥鳥類，両生類，昆虫類（直  

選目，鞘廼臥膜趨冒），果実類および担子菌類  

を確認している。小原（1970）はツシマテン  

肋，☆5椚gJα〝ゆ沈Sね膨那f5の胃の内容物としてコ  

ウライキジ月毎南海切ばα混ゐ壷c〟5ゐ〃ゆ0紺よの址部を  

確認している。今回の調査では胃の内容物とし  

て甲虫類やミミズが確認されたが，哺乳類や鳥  

類および植物の一・部は確認できなかった。これ  

はテンの食物がテンの成長段階や餌の採集時期  
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国4．テンの胃の内容物  

右下のスケーールは20mmを示す。  

および採集場所などと関係しているためではな  

いかと思われる。   

香川県内のテンの分布については，岡内  

（1978）が1975～1978年にかけて．情報を得  

た年月日と場所を表2に示している。また，香  

川県（1978）は，木田郡および大川郡をあげて  

いる。これらの結果からみると，テンは現在香  

川県内のかなり広い範囲に分布しているものと  

考えられる。   

過去の状況について香川県（197即 は，県下  

の山間部には，戦前までは，少数ではあるが全  

域に分布しており，特に，高松市と坂出市にま  

たがる五色台は，凝灰岩や安山岩の崖が多く，  

そこが生息に適していたため，かなり分布して  

いた。しかし，テンは戦時中毛皮用として乱獲  

されたため，終戦当時ははとんど絶滅し，徳島  

県との県境の阿讃山地にわずかにその生息が見  

られるだけに減少したが，昭和30年（1955）頃  

から毛皮の需要が減り，はとんど捕獲されなく  

なったため増えだし，東薄地方ではかなり増え  

ているという。   

藤沢豊氏（猟師，私信）によると，香川県内  

のテンの個体数は最近減っているという。日本  

全体でも減少の傾向がみられ 朝日（1979）は，  

テンの生息に適した広葉樹林の減少により個体  

数が減ってきたことなどが考えられるとしてい  

る。  
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